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児童数：２６０名

風薫る５月 おうち時間で読書はいかがでしょう・・・

若葉の緑が目にしみるさわやかな季節となりました。いよいよゴールデン

ウィークもはじまります。コロナ禍で活動も制約されますが、事故もなく無

事に過ごしてほしいと思います。

さて、４月２１日に実施させていただい

た分散による授業参観、いかがだったでし

ょうか。子ども達は学校生活のリズムに徐

々に慣れ、毎日、元気に学習や運動に取り

組んでいます。１年生も本格的に学習が始

まり、給食等ができるようになってきまし

た。当日、「干潟小学校の教育 こんな学

校をめざします」をお示しし、本年度、 ＜図書室のおすすめ本コーナー＞

重点的に取り組みたいめあてを、子ども達にも取り組みやすい形で、「読書」

「挨拶や感謝の言葉等」「運動」としました。３つとも初等教育にはとても大

切な教育内容です。ゴールデンウィークでおうち時間が増える１週間。図書

室での本の貸し出しが２年生以上は始まりました。読書の時間も楽しいなあ

と感じられたら、様々な意味で幅が広がるのではないかと思います。

PTA の皆様にお願いした「PTA 総会書面表決」ですが、皆様から賛成をいただき可決い
たしました。ご協力ありがとうございました。
過日、前年度まで本部役員でご活躍いただいた坂井会長様をはじめ、土屋様、市川様、

高木様、飯島様、林様には、本年度の本部役員の皆様より、花束を贈らせていただきまし
た。２年間ありがとうございました。
本年度は、佐々木会長様をはじめ、１２名の本部役員の皆様を中心に PTA 活動が計画さ

れます。このような状況での活動ですので苦慮する点は多々あると思いますが、ご協力の
ほど、宜しくお願いいたします。
尚、PTA バレー大会が中止となりましたが、５月６日に本校の PTAバレーボール団結式

を行い、活動を通して親睦を深めて参ります。奮ってご参加ください。干潟小 PTA事務局

本校のホームページから、カラーの学校便りがご覧になれます。

また、様々な学校行事をタイムリーに「ニュース＆トピック」で紹

介しています。どうぞご覧ください。（左の QRコードで入れます。）

校 訓 拓き 輝き 高め合う 干潟っ子
学校教育目標 考える頭 元気な心 強い体

１年生交通安全教室 部活動＜陸上部＞
市民生活課、交通安全指導員の皆様のご指

導により、１年生交通安全教室が行われま

した。歩き方の基本を学んだ後、実際に学

校の周辺を歩く練習を行いました。

例年４・５月は小学生の交通事故が増え

る 時 期 で

す。学んだ

こ と を 守

り、登下校 来る１３日に行われる陸上競技大会をめ

できること ざし、種目に分かれて練習に励む５，６年

を願ってい 生。７日には、今までの記録から、選手が

ます。 発表され、「陸上部を励ます会」が行われ

る予定です。自分のめあてをしっかり持っ

て、記録に挑戦できるとよいと思います。

本年度 干潟小に着任された先生方にインタビュー part１
Q 本校児童の印象 と 好きな児童書を紹介してください

鬼頭 雅和 教頭先生 外山 恵 先生（４－２）

すてきな挨拶を笑顔でできる素晴らし 干潟っ子のみなさんは周りの友だちを

い子ども達ばかりです。 気にかけてあげられる優しさがあり、外

「どんなときにきみがすきかあててごら 遊びが大好きな印象です。

ん」という本は、私の子ども達が大好き 好きな児童書は「銭天堂」です。大人

な本で、毎日読み聞かせをしながら私も も子どもも夢中になれる作品だと思いま

好きになりました。心がほっこりします。 す。ぜひ親子で読んでみてください。

石﨑 日予里 先生（３－２） 嶋田安輝彦先生、齊藤 幸一先生、椎名 克代

何事にも全力で取り組もうとする前向 先生は次号にご紹介します。これからも、先生方

きな気持ちを持つ素晴らしい児童です。 の好きな児童書を紹介して

私が小学生のときによく読んでいたの ていくコーナーを設け

は「わかったさんシリーズ」や「くまの ます。

がっこうシリーズ」です。ぜひどうぞ。

マスク着脱の指導 ＜熱中症予防も欠かせない時期＞

コロナ禍の状況を考慮し、マスク着用をお願いしているところです。しかし、徐々

に気温が高くなり、児童の熱中症予防も欠かせない時期となりました。本校では、以

下の場合はマスクをはずすよう対応しています。

１ 休み時間、体育の時間、陸上部など運動をするとき

２ 登下校中 ２ｍくらい十分な距離がとれるとき

３ 本人が息苦しさを感じたとき（保健室に移動して体調をチェックします）

４ 暑さ指数が高いとき（状況によって、はずすよう指示）

その他、換気やエアコン使用による室内温度調整、喉が渇いてなくても水分補給は行

うようにしていきます。 （衛生管理マニュアル「新しい生活様式」より）


